
皆様！ おひさしぶりです！ 
 
晴れ晴れしい天気が続くこの頃ですが皆さんいかがお過ごしですか？ 
新年度の 4月。岸和田サテライトスタッフも新体制でスタートです！ 
 
では和歌山大学岸和田サテライトのメールマガジン 4月をお送りいたします。 
まず最初は 4月 5月の浪切サロンのお知らせです。 
 
＝＝第 111回 わだい浪切サロン「世界遺産と熊野街道」＝＝ 
 
熊野街道が世界遺産に登録されたことはご存じでしょうが、そもそも「世界遺産」なんでしょう
か？ 
日本の世界遺産は本当に価値があるのでしょうか？ 
そして意外なことに、世界遺産に【指定されている部分】以外の熊野古道の大部分は大阪・泉
州にあるとか？！ 
国内の世界遺産の意義について、熊野古道や高野山を含む「紀伊山地の霊場と参詣道」を
例に和歌山信愛女子短期大学の児嶋 啓輔さんから解説していただきます。 
日時 2019年 4月 17日（水曜）19時～20時 30分 
場所 岸和田市立浪切ホール 1階多目的ホール 
【申込不要 参加費無料】 
詳しくは下記サイトをご覧ください。 
http://www.wakayama-u.ac.jp/kishiwada/pickup/pickup_86.html 
 
＝＝第 112回 わだい浪切サロン「新元号「令和」と万葉集―大伴旅人をめぐって―」＝＝ 
 
 新元号が「令和」になりました。これが元号としては初めて、国書である『万葉集』から採られた
ことも話題になっています。また巻五の「梅花の宴」の序文であることが新聞にも紹介され話題に
なっています。 
 さて九州大宰府で開催されたこの宴はどのようなものだったのでしょうじか？ 
実はこの宴を主催した大伴旅人、60歳を越して都の奈良から福岡に赴任しています。 
そして赴任後すぐ、老妻を亡くすのです。 
遠隔地への赴任、亡妻への嘆き、病気や体調不良...... 
実は万葉集巻五はリタイア世代の生活ともつながっているのです。 
優雅なイメージが強い和歌ですが、それとは違った一面もあるのだとか。 
今回はその万葉集巻五の紐解きながら、新元号と万葉集の話題をお送りいたします。 
話題提供者は、和歌山大学教育学部 菊川 恵三さんです。 
日時 2019年 5月 15日 19時～20時 30分 
場所 岸和田市立浪切ホール 4階特別会議室 
        （☆１階ではございませんのでご注意ください） 
【申込不要 参加費無料】 
 
詳しくは下記サイトをご覧ください。 
http://www.wakayama-u.ac.jp/kishiwada/pickup/pickup_87.html 
 
＝＝５月３日（祝日） 岸和田市民フェスティバル 今年も出展します！＝＝＝ 
 
そして５月３日はサテライトも参加する岸和田フェスティバルが開催されます。 
例年通り友の会との共催で「防災」をテーマに防災カルタ遊び・防災紙芝居の読み聞かせや避
難所で使える段ボールベッドの展示などをおこないますよ。 
日時／５月３日（祝日）午前 10時～午後 3時半（雨天時は４日（祝日）に順延） 



場所／中央公園（岸和田市西之内町） 
問合せ／市民フェスティバル実行委員会（電話：072－444－5640） 
 
 
==５月１１日（土曜） 繊維の魅力にせまる～綿花を植えてみよう～ ブックフェスタ＝＝ 
 
泉州地域やお隣の河内地域では、昔から繊維産業が盛んでした。 
綿布の生産とともに綿紡績が泉州そして京阪神の工業化の原動力になって 
発展してきました。 
そこで、今回は、繊維産業の現状や課題を皆さんとともに考えます。午後 
からは、繊維のもととなる綿花を和歌山大学の学生とともにプランターに 
植えてみましょう。図書館に来るたびに大きくなる綿花を観察できるので 
小さいこども連れの参加も大歓迎です！！ 
5 月 7 日( 火) 迄に、氏名・連絡先を下記まご連絡くだださい。（先着２０名様まで） 
日時 ５月１１日（土曜） １０時～１４時 
場所 岸和田市立図書館 
――――連絡先-―――――― 
和歌山大学岸和田サテライト  
 〒596-0014大阪府岸和田市港緑町 1-1浪切ホール２F 
 TEL/FAX  072-433-0875 
――――――――――――― 
主催：和歌山大学 岸和田サテライト 
夢つむぎ会 
和歌山大学援農サークル agrico. 
共催 岸和田市立図書館 
 
今回も盛り沢山でしたが、最後までお読みいただいて誠にありがとうございます。 
次回もお楽しみに☆ 
 
☆和歌山大学岸和田サテライト  
 〒596-0014大阪府岸和田市港緑町 1-1浪切ホール２F 
 TEL/FAX  072-433-0875 
 e-mail      kishiwadastaff@wakayama-u.ac.jp 
 


